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要 旨 政治的意図を持って脅かれ演じられることの多かった宮廷余興の一つであるシドニ一作の
f五月の費婦人』を取り上げ， その内容を述べ， その背後にある政治的意図を分析することがこの論文

の目的である。 宮廷仮面劇や宮廷余興と言われるものが政治的であると言われるのは， 必ず何かの行事

を白約として演じられるので， 主催者であるパトロンと観客である主賓との間に政治的関係が生じてい

たり， 主催者の方に政治的意図がある場合に演劇が政治的に利用されるのである。『五月の貴婦人Jを

主催したノとトロンは作者の伯父のレスター伯であるが， 彼はこれまでにも女王を主賓とする宮廷演劇を

いくつか主催してきた。 それらの内容と上演目的を探ワつつ， シドニーの作品の独自性を論じたいと思
う。 エリザベス l位の廷j'2:としてスター卜したばかりのシドニーは， 国家， �盟主， 宮廷というものにつ
いて明縫な理想を持ちつつあったので， 自分もその理想に向って廷臣として行動しようとしていた。 作

家にとっては数々の制約を持つ宮廷余輿というジャンノレて、それを表現することが彼にとってのまず第一

歩であった。

1. は じ め に

英国の女王Elizabeth 1 t!:!: ( l5 3 3� 160 3 )は毎夏高位の廷臣達の地方の館や滅を訪れる行幸

(Progress)をなし何日間もそこに滞在した。 そのような折には 野外劇を中心とする女王歓迎の

余興(CourtlyEntertainments)が催された1)0 157 8年 5月と 157 9年 5月に女王はLeicester佑

(Robert Dudley， Ear1 of Leicester)の所有する Wansteadの館を訪れている 2)。 このいずれかの時

にLeicester伯の 甥PhilipSidney ( l554� 1586)作の 野外劇『五月の 貴婦人jJ (TheLαめI ofMay) 3) 

が演じられた。 宮廷仮面劇(Court1y Masque)や宮廷余興(CourtlyEntertainments)では主健す

る パト口ンの行事目的や意闘が作品のテーマとなり， 主費の存在そのものが作品にE重要な意味を持

つわけであるが， The Lady of Mのでは女王は重姿な登場人物になっている。 はじめにこの作品の

内容について述べることにする。

女王が館の庭を散策していると， 土地の一人の女が「ご正義をけと叫びながら女王の眼前に飛

び出してくる。 彼女の求める正義とは， 彼女の一人娘が 二人の青年から求愛されており， いずれが

娘に 相応しし、か決めか ねているが， 今 二人 各々に支援者が加わり流血の決戦にまで発 展しそうなの

で， 女王にその仲裁を願い出たというのである。 訴えを述べると彼女は直ちに退出してしまう。 と
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いうのは 村人が言うには女王の顔を見ると富になる(“the sight of you is infectious" p. 21)と

われているからだ。

その 後森の方から争いの騒音が聞こえてきて 6人の羊餌と多勢の猟人が登場するが， 彼等は女王

だとは知らないのだが， 彼女の放っ威厳に驚き見つめている。 その中から 老学館Lalusが進み出て

説明する。 ちょっと顔の良い女羊飼にニ人の美青年が恋の病に擢ったのだが， 1"彼女とて愛女の 4

分の 3 程の美しさもありませんがJ("not three quarters so beauteous as yourself" p. 2 2)と言い，

きちんとした説明は 村の学校教師のRombusが適切であると言ってRombusに代わる。 彼は 村一

番のインテリであると自他共に認めている人物であるが， 教師としての自分について次のように語

る:

1 use such geometrical proportion， as n巴ither wanteth mansuetud邑 nor correction， for it is described: 

Parcare subjectos et debellire superbos. (p. 23) 
(私は優しさを欠くこともなく， 矯正も欠くことのない幾何学的均衡を行使しております， といいますのもこ

の様に述べられているからです，

「従順な者をいとおしみ， 倣慢な者を屈伏させるJ)

彼はVirgilのAeneid (VJ: . 85 3)の‘'Parcere subjectis et debellare superbos"を少し間違って引用

しているが， 彼の使うラテン語や引用する文言の殆どが間違っているとテキストの註解者は述べて

いる。 後にShakespeareも『恋の骨折り損jJ( Love包 Labour云 Lost)でやたらにラテン語を使いた

がる教師Holofernesを作り出したが， Sidneyは自らの詩論『詩の擁護jJ(A Defence of Poetη)4)の

中で， 一人賢人ぶっている学校教師(“a self-wise-seeming schoolmaster" p. 116)などは喜劇に

椙応しい人物であると述べている:

These， if we we saw walk in stage names， which we play naturally， therein were delightful laughter， and teach司

ing delightfulness 一一 (p. 116) 

(我々が自然に演じている人間になって舞台上を歩いている人物を見ると， そこには楽しい笑いと教訓にみち

た楽しさが起こるであろう)

Rombusの勿体振った説明によると， 五月の最高の婦人として選ばれた乙女の放に卑怯なCupid

が悲哀を掘り出す矢を 二人の青年に射たということになる。 そこへ当の MayLadyが登場して

Rombusに言う:

Away， away you tedious fool， your eyes are not worthy to look to yonder princely sight， (p. 24) 

(おさがり， おさがり， あんたのように退屈な間抜けは。 あんたの眼はあちらにおられる君主様のお姿を見る

に価しないわ。)

大変に高飛車な態度でRombusを退けて自ら女王に語りかける。 劇中の人物の中で彼女のみが女

王の威力の本質を見抜いており， 女王に対しては礼節にかなう態度を取っているが， 女王と対等と
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思われる程の権威を持って堂々と白分の意見を具申する。 彼女が女王に対して身を低くするのは女

王の華やかな装いの故でないとし寸。「花々の自然の美程に 秀れているものが他にあるでしょうかJ

(“what is so brave as the natural beauty of the fl.owers?" p. 24)と言い， 女王の威力の本質は生れ

ながらの美にあると吉っているのだ。 これは女王が人々の援を圧倒する麓の美の持主であるという

お世辞を述べているのではなく， 当時の流行であった新プラトン主義の美のイデアの考え方によれ

ば， 美は歪高の力を発揮するわけであるから， 女性君主の威力に適用させることは男性臣下達にと

っては最も納得のゆく解釈であったであろう。 更に MayLadyはこの館の所有者に対しても引け

目を持っていないようだ。 彼は自分達の隣人の一人にすぎず， ここは自分達 村人の森であるからだ

とし、う。 また女王に対しでも何ら引け目を感じないのは， 如何なる身分も「五月の 貴婦人J に匹敵

するものはない。 彼女が女王に対して敬意を持つのは自分が 秀でてし、たし、と思う美点において女王

が最も 秀でているからだと言う。 彼女は最も美しい季節である五月の 完全な女性(“the absolute 

Lady" p. 24)として選ばれ， 二人の男性から求愛されている。 一人は羊飼のEspilusであり， 裕

福で， 穏やかな性質で， 膜想的な人間で， 時には森の中で詩を作り， 彼女に愛の詩を捧げてくれ

る。 他方の求愛者は猟人のTherionである。 彼は財産はないが， 行動的な人間で森の中から美味

な鹿肉を盗み取ってきたり， 色々の贈物を与えてくれるが， 乱暴で， 時には彼女を叩し、たり怒鳴っ

たりするとし、ぅ。 要するに余り功緩もないが欠点もないEspilus(“the very small deserts and no 

faults" p. 25)と多くの功績はあるが多くの欠点もあるTherion(“many deserts and many faults" 

p. 25)のいずれが夫として望ましし、かを女主に判断して欲しいというのである。

その 後でEspilusとTherionが自分の言い分を述べるが， Espilusは仲間の羊錦達の奏でる楽器

レコーダーに合せて， ミューズの女神の霊感を受けたかのように唄い出す:

Turn up， my voice， a higher note 1 yield: 

To high conceits the song must needs be high; 

More high than stars， more fìrm than fiinty fìeld 

Are all my thoughts， in which 1 live or die: 

Sweet soul， to whom 1 vowed am a slave， 
Let not wild woods so great a treasure have. (p. 25) 

(わが声よ， 我が生み出す崇高な旋律に合わせて高くせよ，

崇高な想念に合う歌は高音なるべし，

我が生きもし， 死にもする全てのわが想念は，

Z皇より高く， 岩石の大地より髭聞なり，

愛しき人， 我は汝の奴隷なりと饗いしに，

かくも高価なる宝を野生の森に与うなかれ)

一方Therionは狩人の角笛を思わせるコルネ ットを吹く仲間違と共に 現われて， Espilusの言う崇

高な想念を否定する:

The highest note comes oft from basest mind， 
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Thy stars be fall'n， ploughed is thy flinty ground: (p. 26) 

(最も高い旋律もしばしば最も低い精神から生まれる，

お前の星は地に落ち， お官官の墜国な大地も耕されるではないか)

そして彼は自分について述べる:

Two thousand deer in wildest woods 1 have， 
Them can 1 take， but you 1 cannot hold: 

He is not poor， who can his freedom sav巴，
Bound but to you， no wealth but you 1 would: 

But take this beast， if beasts you fear to miss， 

For of his beasts the greatest beast he is. (p. 26) 

(私は二千頭の鹿を野生の森に持っている，

私はそれらを掠らえることが出来るが，

お前を捕らえることは出来ない，

自分の自由を保持する者は会しくはない，

私はお前にのみ縛られているが，

お前以外の富を求めない，

もしお前は野獣を檎らえられないと忠、うならば，

この私を捕らえよ，

野獣遠の中で最も偉大なる野獣こそこの私なのだから)

その 後は両方の支援者達の代表による推薦の辞が続く。 羊飼側からの代表者である 老人のDorcas

はEspilusの美声を称賛すると， 猟人側からの代表者であるRixusは小夜鳴鳥の声よりは子牛の鳴

き声こそ重要であり， 猟人こそ行動力があり有用な人間であり， 羊飼は a tame foolだと断定する。

Dorcasが猟人は a wild foolであり盗人ではないかと言い返す。 遂にRixusは女主に対して， 女王

は美しいばかりでなく， 賢い人であり， 女王の眼と呼ばれているLeicester伯に対してさえ， 情に

溺れず厳しい罰を下す位の人であるからと述べたことから， 羊飼と猟人の性格や価値観の違いは，

実はそのまL女王の廷臣達の 働く姿整の象徴となってゆく。 Dorcasによると， 学飼は自分違の銅

育する子羊の様に白く， 密のように甘く， 心に嫉妬を抱くこともなく， その眼は自然の運行を探求

することにのみ忙しいとし寸。「聖職者が言うように， もし 膜想( contemplation)が最も立派なこ

とであるならば， 法学院出身者( templar)にまさに 相応しい生き方ではないか 一一暴政に従うこ

ともなく， 卑屈な追従に陥ることもないのだから。 私の聞いたところでは， 如何に多くの廷臣達が

野原の木立の中で悲嘆にくれているか。 ある者逮は， 彼等の眼を舷惑さぜ， 彼等の心を焦す女王の

身分の高さの故に。 ある者連は女王の極度の美と入り混っている極度の冷酷さの故に。 またある者

達は， 女王への愛から為す労 働も， 女王の大いなる叡知にとっては愚行としかならぬ故に・ーそして

長い間の無駄な労 働と彼等の不満が生み出す羊毛は絶望のみと知って， 若い廷佳から 老いた学飼へ

と変ってしまったのだ。J( p. 28) 

これに対するRixusの反論は， 羊鰐の生活の長所が静かな田閤生活にあると言うのならば問じ
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ことが猟人の生活にも言える。 しかもそればかりでなく猟人達はその中にあっても， 勇敢な行動力

で身体を強化し， 精神を高めているとし寸。 彼は森の木々に例えながら， í真直ぐに育つものが善

であるところでは， 我々の生き方に匹敵するものが他にあろうか。 我々は希望がなければ， 直ちに

それを求めて走り回る。 そして走りながら， 間もなく手に入れる。 一つの最も高きものを長い間追

い求めて， 遂には女王は決して手に入らぬものと諦めてしまう者ー達と我々は違うのだJ( p. 2 9 )。

即ち行動的で， 冒険心があり， 命を惜しまず君主に奉仕するTherionの生き方こそ廷臣として望

ましい姿整ではないかと訴えている。

この 後 再度登場したLady Mayは女王に決定を促しながら， í私の夫を判断して下さることで，

貴女様は私の問題以上のことの判断をお示しになるのですJ( p. 30 )。 この 野外劇の中で女王が示

す判断はフィクションの世界を越えて 現実の政治の世界における女王の判断を示すことになるの

だ。 この直 後の卜書の中で作者は， 女王がEspilusを夫として望ましいと判断を下したと述べてい

る。 しかし女王が何故にEspilusを選んだのか， またその説明の言葉などは， この台本の中に入れ

る資格はないと作者は述べているので， 我々読者は次のEspilusとTherionの唄う歌から作者の意

図を想像するしかない。 Espilusは述べる ・

Silvanus long in love， and long in vain， 

At length obtained the point of his desire， 

When being asked， now that he did obtain 

His wished w己al， what more he could require: 

‘Nothing'， said he，‘for most 1 joy in this， 

That goddess mine， my blessed being sees.' (p. 30) 

(森の神、ンノレパーナスは長年の恋に，

長年報われずにありしが，

遂に己が欲する目標を入手せり，

日が欲する至福を得し今や，

更に何を求めるかと関われしに，

「無しJ と答えたり， 1"我女神， 我至福の対象を見ることにのみ我は大いなる喜びを感ずる故にJ)

またTherionは次の様に唄う:

When wanton Pan， deceived with lion's skin， 

Came to the bed， where wound for kiss he got， 

To woe and shame the wretch did enter in， 

Till this he took， for comfort of his lot: 

‘Poor Pan，' he said，‘although thou beaten be， 

立is no shame， since Hercules was he.' (p. 30) 

(浮気な牧神パンは獅子の毛皮で偽装し，

関に来りて接吻せんとて傷を得たり，

哀れなる彼は悲しみと紅、厚の中に有りしが，

遂に運命の慰めによりてこれを得たり，

「哀れなるパンよ」と彼は言う， 1"汝は打たれしが， 彼はハーキュリーズなる故に，耳L
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ここで少々異様に感じることは， 完来羊飼の信奉する神がPanであり， 猟人の信奉する神がSilva

nusであるから， EspilusがPanについて語り， TherionがSilvanusについて語るだろうと思う読

者の予想に反して， 各々が敵対者の奉ずる神について語っていることである。 このことについて

L・A . Montroseが指摘している様に5)， 女王は劇中の登場人物であるが， 劇を趨越した存在であ

る故に， 作者自身も女王がし、ずれを選択するか定めておくことは出来なかったから， どちらを女王

が選んでもよいように準備しておか ねばならなかった。 f台父Leicester伯が パト口ンであるこの劇

は， Leicesterを象徴する人物Therionの勝利を信じたいしまた望みたいSidneyであったが，

女王は従順な廷臣を象徴するEspilusを選んだ。 敗北した場合のTherionの扱いには 完全な敗北に

ならず， 彼の人間性を救う妥協点を残しておく。 Therionの愛は受け入れられず報われることはな

かったが， それでも高潔な彼は女王への愛は変らず， 喰女王の顔を見ることだけで幸せなのだと

わせている。 一方勝利した時のEspilusに対しては耳らずべき者とし寸非難が含まれている。 女王の

寵愛を得るために正々堂々と行動したのでもなく， 何の功績もない彼が選ばれたことに割り切れな

さが残る。 こそこそと闇に行ったが， 接吻どころか毎を負ってしまった。 相手は女ハーキュリーズ

であるから仕方がないというのだ。

最 後にRombusと女王のみを残して全員が退出した時， Rombusは璃T簡を繋いだロザザオのよ

うな物を女王に贈呈してエピローグを述べる。 その内容は パトロンであるLeicester伯についての

弁明に終始しているo Wansteadの館の主人 MasterRobertは正康者で， 村人に愛されており， 生

活に必要な種々のものを気前よく与えてくれる善き領主であるとし寸。 ただ問題となるのは法玉 派

の大罪(“papistical enormity" p. 31)， 却ちカトリッグ信者であることである。 禁教のカトリッグ

信者のことを隠しておくことは自分の良心の許さぬこと放に， Rombusは女王に明かすのだが， 彼

がそのことを知ったのは， Master Robertがロザリオを持っていて， それな使って毎日祈っている

のを見つけたからだとし寸。 そしてRobertは市民法によって裁かれた時に本人も認めたので， 女

王の法によってロザリオは没収され， 二度とそれを要求することはないだろうので釈放された。 こ

のように パトロンと主賓との聞の緊張関係を示す突に不可解なエピローグでこの 野外劇は終ってい

る。

2. Leicester伯と女王

Leic巴ster伯RobertDudley ( 15 3 2 ?一15 88)6)の祖父EdwardDudleyはHenry7 t止の収税官であ

ったが， Henry 8 世が 即位するや否や， 人民の人気を掴策した科で、処刑された。 その子JohnDud

leyは反逆者の子という汚名にもかかわらず， Earl of Warwickとし、う高位を与えられ， Edward 6 

世の指導的な顧問官となり， 更にDuke of Northunberlandとし、う高位に昇進したが， 王位継承問

題で反逆罪に関われ処刑された。 その子Robertを含む 5 人の患子達はロンドン塔に投獄された。

この時のま位継承に誼接の関りのあった四番践の息子GuildfordDudleyは Mary I世に処刑され

たが， 他の 4 人は生き残った。 異母姉である Mary I 世の在位時代に経済的に劉窮していた

ElizabethをRobertは自分の土地を売って援助したことにより， Elizabethが 即位するや否や， 彼

は主馬頭( 班aster of the Horse)に任ぜられる。 154 9年に彼はAmyRobsartと結婚しているが，
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Robertと女王の親密さについて， 155 9年当時の駐英スペイン大使がスペイン国王Philip 2世に報

告して以来， 本国のみならずヨーロッ パの 各宮廷に知れ渡ることとなったの。 156 0年 9月に

Robert夫人のAmyが自宅の階段から滑り落ちて首の骨を折って死亡するが， 一時は夫による妻

殺害説も流れた。 何とかその嫌疑を晴らした 後は， Robertと女王の仲は公然のものとなる。 155 9

年 4月に女王は彼をガーター勲爵土( a Knight of Garter)に叙している。 Elizabeth宮廷の中のも

う一方の旗頭であり， 女王の信頼も厚く， 勝れて冷静な官僚と閲されていたBurgh1ey卿(Lord

Burghley， William Cecil)はCambridge大学の学長であったが， 1564年にはRobertをOxford大

学の学長に任じている。 またこの年Earl of Leicesterの称号をも与えた。 これは国王の息子達や

王位継承者にのみ与えられる地位である。 祖父と父の 二代に渡って国家反逆人として処刑された家

系の子孫が異例な出世をしたのは主馬頭として女王の傍近くに居る機会が多かったことが幸したと

いうのが歴史家の見方のようであるが， 156 0年代の前半は女王のLeicester伯への信頼が非常に浮

く， 女王は彼を課( eyes)8)の葎名で呼んで、いた。 この津名の由来として拡ariaPerryは 二つのこ

とを挙げている。 第一は「監視役j の意味であり， 第ニは ルネッサンス時代の恋愛観から由来して

いるとし、う。 愛の理想、は魂と魂の融合にあると考えられており， 魂の窓である眼を通して愛が始ま

ると考えられていた。 少なくとも彼は女王にとって恋愛の対象であったと言える。 156 0年代から

157 0年代にかけて処女女王E1izabethの結婚と世継ぎの問題は英国民にとって最大の関心であり，

又ヨーロッ パ 各王室においても外交と領土拡大に絡む政治的関心事であった。 Leicester伯も女王

への愛の故か， 或は女王の夫になることでより大きな政治的権力を得ょうという自己の 野望の放

か， 女王に結婚を奨める示威運動を演劇とし、う手段を使って開始する。 1561年ロンドンの法学院

( Inns of Court)の一つである InnerTempleはRobertDudleyをChristmasPrinceに選ぶ。 法学

院の演劇!と女王との関係については MarieAxtonの著書The Queen 's Two Bodi，ω9)の中に詳述され

ているが， クリスマス時期になると法学院に関係している法律家連はChristmasPrinceなるもの

を選ぶ。 これはクリスマス特に{議される舞踏会や槍試合や宴会などーさいの余興を統轄する役であ

り， 演劇の中で彼等が創作する仮想王国の王にもなる。 この王国の特徴は「神によって与えられる

国王」の， しかも「男性の支配する王国J10)であり， E1izabethの父であるHenry 8 t肢を模範とし

ている点にあった。 ChristmasPrinceになったDud1 eyは早速 InnerTempleの出身者であるTho回

mas SackvilleとThomas Nortonの合作によるGorboducを宮廷の女王の眼前で上演させた。 二人

の王子FerrexとPorrexの 相次ぐ若過ぎる死によって 後継ぎがないまLになった英畠が内乱に発

展するとし、う内容のこの芝居のメッセイジは明白で， 世継ぎの見通しのない女王に結婚を追り， i!t

継ぎを示す責任を迫るものであった。 更に同時期にDudleyは美と欲望(Bearty and Desire)をテ

ーマにした仮面麟を女王の眼前で、演じさせている。 美と欲望のテーマはHenry 8 世が自ら出演し

た仮面劇の内容であった。 Henry 8 設は仮面劇や仮装を好み， 自ら主役を演じ人々の意表をつく

メッセイジを与えることが多かったのだが11)， 15 2 2年の仮面劇で炎の色の衣裳の王がf 欲情J(Ar

dent Desire)を演じf 美の 貴婦人J(Lady Beauty)の城を襲い求愛するという内容であった。 そ

してその 後の舞踏会でAnneBoleynと踊ったとし寸。 この仮面劇にヒントを得てDud1 eyは大胆

にもLadyBeauty !"こ女王を， Desireに自分を象徴させ， DesireがLadyBeautyに求愛し， 正義を
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司る女神Pallasが結婚の承諾を与えるという筋にした。 しかもPallasが承諾を与えるや否や，

DesireはPerseusに変身する。 即ちオリンピアの神々の一族になったのである。 フィクションの

世界の中ではあるが， 王族の女王の夫として神の一族ならば身分において不足はないというのであ

るo Perseusは怪獣からアンドロメダを救って妻にした男であり， Dud1eyも自分の雄ましい行動

力をPerseusに象徴させた。

1565年にDud1eyの主催によって別の法学院Gray's Innの法律家達によって仮崩劇“Diana，Pa1-

1as"が演じられた。 結婚を肯定するPallasと独身を肯定するDianaとの討論がこの劇のテ…?に

なっている。 女王と共にこれを観離していた駐英スペイン大使のDeSi1vaが自国の壬に当てた手

紙の中でこれに触れている:

筋は結婚問題に基づいていました， Juno と Diana の闘で論議され， Juno は結婚を奨励し， Diana は純潔を

奨励していました。 両者の鶴で各自の論点、を擁護するための種々の事柄が述べられた後でJupitor が結婚に

好意的な判定を下しました。 女王は私の方を向いてEわされました， Iこれは全て私に抵抗しているのです。 J12)

この頃から女主とLeicester伯の仲も少しづっ変化してきた。 女王には同時並行してAustriaの神

聖ローマ帝国皇帝Char1es5 世の息子のArchdukeChar1esとの結婚交渉が進んでいた。 Leicester

と 常に対立する立場にあるBurgh1eyがこの交渉を熱心に進めていたが， やはりCharlesの宗教が

カトリッグであることが難点となっており， 1568年Charlesが正式に断ったことで終結した。 しか

しHapsburg家とE1izabethとの縁談の噂が流れるや否や， プランス宮廷の事実上の支配者である

Chatherine de Mediciは英国と神聖ローマ帝国との連結そしてその背 後にいるスペインの接近を恐

れて， 直ちに自分の四男Anjou伯HenryとElizabethとの結婚を提案した。 プランスとスペイン

とが当時のヨーロッ パのカトリックのニ大勢力であったから互いに 相手を牽制していたので，

Catherine de Mediciはこの結婚に熱心で、あったが， 当のAnjouは女王が 18才も年上であり， 宗教

の違いもあって積様的ではなかった。 157 4年に 現フランス王Charles 9没(Catherine de Medici 

の次男 )が死亡してAnjouがHenry 3世として 即位すると， 代って彼女の 5 男A1ençon公Fran

cis (Henry 3 世 即位により彼がこの 後はAnjou佑となる )をE1izabethの結婚 相手としてCathe

rineは交渉を始める。 Alençonは母親の子渉を嫌って国際舞台で活躍したし、と思っており， 当時

Neth巴I匂ndはカトリックとプロテスタントの開の紛争が絶えなかったので， 157 8年に軍隊を率い

て Nether1andに上陸したが大敗してフランスに戻ってきた。 彼は強い憲離を組織するための経済

的支援者を必要としていたので， 24才も年上であるElizabethとの結婚に積極的であった。 157 9年

1月には友人のSt. Marc男爵Jean de Simierを結婚交渉特使として英国に行かせている。 特使を

迎えた英国では 3月から 4月にかけて女王の顧部官達によるこの結婚についての討議が行われた。

賛 成 派はBurgh1ey lJ.ll!J William Ceci1とSussex伯SirThomas Radcliffeで あ り ， 反 対 派はLei

cester伯と 後にPhilipSidneyの岳交になるSirFrancis Wa1shinghamであったが， 特使に伝えら

れた結論はIA1ençonが女王と伺等の支配権を求めるならば， 議会の反対がない場合のみ可能J13)

というものであった。 これに対して特使の要求はIA1ençonに対して年間 6万ポンドの収入J1 4)で
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ブィリップ シドニーと『五月の安婦人』

あったという。 その 後Alençonも女王の私室に秘かにやってきて親密になってゆく。 女王はプロ

テスタント派のリーダーとして期待されていたので， Alençonは Netherlandのユグノー派の支援

ということで女王より多額の資金を得て 再度 Netherlandに遠征するが大敗に終る。 そしてこの縁

談も 1584年の彼の死によって終了した。

以上のようにSidneyの 野外劇が創作される頃までに女王の求婚者と目される者達は何人かいた

のだが， Leicesterは最 初の妻Amyが 1560年に死亡して以来長い閤 再婚しなかった。 女王が

Alençonと親密になった頃Leicester t Lady Hereford， Lettice Knollysと親密になり 157 8年 9月

には身重のLetticeの父の強い示唆もあって結婚式を行うことになるのだが， その 3年前の 157 5年

6月に Warwickshireの Kenilworth域に女王を招き， 後世の歴史に残る程の豪華で技術の粋を集

めた entertainmentsを 1 9日間に渡って催した。 Kenilworth城は 1562年， 女王とDudleyの仲が最

も親密な頃， 女王が彼に与えた城である。 彼は女王をここに招いて， 10年前の寵愛を 再度促すべ

く， また自らの恭)1原の意を示すべく， 大がかりな催し物と架空の世界の創造に乗り出した。 この時

のことについてはJohn NicholsのThe Progresses， and Public Processions， 01 Queen Elizabeth15)に詳

しいが， 女王が城に到着するとHerculesの扮装をした門番が入門を組むが， 女王の威厳ある美に

屈伏する。 次に神話上の神々が女王に恭)1演を示すべく 現われる。 森の神Sylvanusは多くの珍鳥を

入れた鳥能を， 果実神Pomonaは多くの果物を盛った皿を， 穀物神Ceresは穀物を， 澗神Bac

chusは葡萄の房とワインを， 海神 Neptuneは高価な魚貝類を， 軍神 Marsは武器を， 各々が贈物

として女王にさし出す。 そして大神Jupitorは大砲と雷を思わす花火の音で歓迎する。 この時の特

筆すべき擢し物としては， 前代未聞の技術を駆使した花火や， 女王の好んだ熊苛めの競技やレスリ

ングや軽業などがある。 しかし特にLeicesterは女王に対する自分の願いや意図を代弁する演劇や

仮扇劇に力を住ぎ周到に準備した。 脚本家ク事 ループの主要なメンパーにGeorgeGascoigne ( 15 3 9 

� 1577 )が選ばれた。 彼はGray's Inn出身の廷臣であり箪人であるが， 演劇に悲喜劇という新し

いジャン ルを開き， 秀れた散文も残している。 彼のThe Princely Pleasures at Kenilworth Castle16) 

の中に Kenilworthで演じられた(またその予定であった )し、くつかの芝居が記されている。 一つ

はGascoigneが創案し， 台本を書き， 自らセリフを述べたものであるが， 全身を蔦の葉で覆った

野生人がJupitorに訴えつづける一人芝居であるが， 途中で女王に向かつて訴える:

Yea since 1 first was borne， 

1 never joyed so much: 

As when 1 might behold your face， 
because 1 s巴e none such 

And d回th or drearie dole， 
(1 know) will end my dayes， 

As soon as you shall once depart， 
or wish to go your wayes. (p. 101) 

(私が生まれて以来，

資女様の御際をはじめて見た時ほどの

喜びを感じたことはない，
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今迄に見たこともないものだったから。

そして (私は知っている) 死や忌むべき

嘆きが私の生を終らすだろうことを。

もし賢女様が此処を去るか，

資女の旅をお続けになるならば。)

Kenilworthの芝居の中で特に有名なものはニ幕七場からなるGascoigne作のZabetaの物語で

ある。 純潔と自由を信条とするDianaに忠誠を誓っている妖精達の中でも特にZabetaをDianaは

可愛がっていた。 Dianaの称えるZabetaは神々の力を凌ぐものであり， その知力においてはPal

lasを， 美においてはVenusを， 音楽においてはApolloを， 雄弁さにおいては Mercuryを凌いで

いた。 そのZabetaが突然行方不明となる。 八方探すが見つからぬので， Dianaは父Jupitorに嘆

願する。 Jupitorは Mercuryを伝令として派遣し真実を報せる。 それによると結婚を奨めるJuno

がZabetaを連れ去り， あらゆる富や快楽や女性の好むものを与えているので， ZabetaはJunoの

元で平和と査福を得て暮しているが， JunoもZabetaの心の中までは支配することが出来ずにいる

とし、う。 MercuryによってZabetaの処へ案内されたDianaは 再会したZabetaに， Junoのあらゆ

る策略にもかかわらず純潔を守り通しているおbetaを称え， 結婚を選ぶか純潔を選ぶかは本人の

意志に委 ねると言う。 しかし最 後にJunoの伝令である虹の神lrisが来てZabetaに語ることは，

女王になる前の惨めな自分自身のことを思い出すよう， そして獄舎の中の囚人となっていた時， 純

潔を守っていたのにDianaは何故救出してくれなかったのかと述べて次のように言う:

How necessarie were 

for worthy Queen巴s to wed 

That lrnow you well， whose life alwayes 

in 1巴arning hath been led. 

Yet never wight felt perfect blis， 

but such as wedded beene. (pp. 119-120) 

(立派な女王は結婚することが如何に必要なことか，

愛女は知っている。 その生活は常に学ぶことにあるのだから。

しかも結婚による以外には

人は決してこれ程の完全な至福を得られない)

この劇はZabetaが主人公であるが彼女は登場してこなし、。 即ちZabetaは主賓Elizabeth女王のこ

とであり， 女王に結婚を奨めるためのものであるが， Gascoigneの記すところによるとこの劇は上

演されなかったとし寸。 その理由については知らされなかったが。

女王の出発の日LeicesterはGascoigneに別離に 相応しい工夫を 命じたので， 作者自らが森神

Sylvanusに扮して， 馬に乗って去ってゆく女王に追いつき言葉を述べようとした時， 彼が息切れ

せぬようにと女王は馬を止めて聞いてくれたとし寸。 彼は森の木々について説明しながら柊の木を
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指差して， これはかつてのDeepDesireの変身した姿であると言う。 DeepDesireは世間の非難を

受けて最も惨めな者となったが， 彼は「出t!tの遅れによっても意気を挫かれることはなく， 女王の

寵愛がなくても女王への愛情は冷めることはなく， 老齢によっても疲れを知らず， どんな水も彼の

炎を消すことはできず， 死をも恐れることはなしづ( p. 1 26)が， 貞節堅く冷酷な女王への恨みや

嘆きが 遂に彼を体中に練を持った柊に変えてしまったのだという。 柊の木立の中からDeep

Desireの別離の詩が聞えてくる:

This Castle and the Knight， 
which keeps the same for you: 

These woods， these waves， these fouls， 

these fishes， these deer which are your dew， 
Live here good Queene， live here， 

you are amongst your friends: 

Their comfort comes when you approch， 
and when you part it ends. (p. 129) 

(この城も， この騎士も，

貴女のために変らず守られ，

ここの森， 湖， 魚， 鳥，

ここの鹿は貴女のもの，

立派な女王よ， 此処に住んで下さい，

まを女は友の中に居る，

安女が近づけば彼等にとっては慰め，

貴女が立ち去ればそれは終る)

3. Philip Sidney 

Wa1terScott ( 1771 -18 3 2)の小説 Kenilworthの舞台にもなったLeicester伯のこの城に， 伯の

甥のPhi1ipSidneyも 15 75年の女王の行幸の折には滞在しこの余興を目撃した17)。 これより 2 年

(または 3 年 ) 後に彼はLeicester伯の Wansteadの館で女王が主賓であり主演でもある 野外劇を

創作した。 Leicesterはこの芝居の主催者でありパトロンであるから， 当然ながら脚本家Sidney

は伯父の行事目的やその意図に 相応しいテ…?を考案しなければならない。 The Lady 01 Mayのテ

ーマは廷臣の 二つのタイプ， 或は仕事に対する二つの姿整と蓄えよう。 一方は音無しく， 主君の 命

令に服従したとえ主君の方に非があっても絵で嘆くのみで反発しない。 膜想、( contemplation)

の人と呼ばれている。 他方は積極的で， 命知らずの皆険家で， 主君主に非があると思えば忠告にも及

ぶ。 絶えず自分の 野心を満足させる大きな仕事や地位を望んでおり， 行動( action)の人と呼ばれ

ている。 積極的で行動的な廷臣の代表がLeicesterであるから， Sidneyは当然、パトロンである行

動の人を称賛し肯定している筈である。 しかるに女王は前者を選択する。 作者は難しい立場におか

れる。

作中でLeicesterのことに触れていると思われる箇所が四つある。 第一はLady Mayのセリフの

中で:

間一



a certain gentleman hereby seeks to do you all the honour he can in this house; 

that is not the matter; h己 is but our neighbour， and these be our own groves: (p. 24) 

(ある一人の紳士が自分の家で出来る全ての歓待をま聖女様にしようとしています。 そのことは大したことでは

ありまぜん。 彼は我々の隣人に過ぎません。 ここは私達自身の森なのです。)

Leicesterが近隣に住む者にすぎず， 村人は主体性を持っていると主張しているのだが， Leicester 

がひっそりと塾居しているとも解される。

第 二と 第三の箇所は女王が彼のことを自分の銀( eyes)と呼んでいることから推測されるのだ

が， Rixusが女王について:

such a one as even with her eye can give the cruel punishment， (p. 27) 
(御自分の銀に対してさえこんな冷酷な箭をお与えになるような方)

と言う。 女王が自分の眼と呼んで寵愛していたLeicesterをこの 10年以上に渡る長い間寵愛も与え

ず冷遇していることを the cruel punishmentと言っている。 これに対して従)1際な廷寵の擁護派の

Dorcus v主:

They say in our town， they are dangerous both. (p. 24) 
(我々の町では皆言っている。 その雨方は危険であると。)

と言い， Leicesterを危険説する廷臣達の意見である。

第四の箇所はRombusの述べるエピローグである。 Rombusは MasterRobert of Wansteadと

呼び， はっきりLeicesterを名指しており， エピローグ全体がLeicesterの弁明になっている。 エ

ピローグの前半では領主として人望もあり， その徳を称えているが， 後半で彼がカトリッグ信者で

あったことに触れ:

he is foully commaculated with the papistical enormity， (p. 31) 

(彼は法王派の大罪でひどく汚れています)

そして 更に

1 have found' . " a pair， of Papistan beads，・・・， with the which， every day， next after his pater noster he suits 

'and Elizabeth'， as many lines as there be beads on this string. (p. 31) 

(ラテン詩省略)
(私は一連のpザリオを見つけました， これで、彼は毎日f主の祈り」の後に， この口ザリオの数だけエリザベ

スによりてと唱えるのです)
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と述べ， その 後にLeicesterが自らの違法性を認め， カトリック信者を示す口ザリオが没収され

て， 二度とそれを請求しないということで釈放されたという説明が続く。 しかし実際にはLei

cesterがカトリック信者であるとし、う事実はない。 否， むしろ女王がカトリッグの王族と結婚する

ことに強く反対するグ、 ループの筆頭であり， カトリック国の中で迫害を受けているプロテスタント

を救済し， プ戸テスタントの結束を計るプ口テスタント同盟の推進派として知られている。 何故

Sidneyは事実に反する理由をLeicesterの弁明に使ったのであろうか。 Rombusは“he hath de

poned all his juriousdiction"と言っているが， juriousdictionは例によってRombusの記憶ちがし、

の言葉であり， injuriousを想起させることから， r有害なことJ r過ちj などの意味であろう。 禁

教のカトリックを奉じる程の過ちをLeicesterが犯しており， それを釈明することがこの 野外劇の

目的であったのだと思われる。 戸ザリオの祈りでは「アヴェ ・ マリアの祈りjを 10田唱える度に「主

の祈りJ を一回挿入してゆくが， その時に「父と子と聖霊の名によりてj の 後に「エリザベスの名

によりてj をつけ加えて祈っているという。 Leicesterはキリストの王位一体の属性と同じ高さに

女王を奉っているというのだ。 これは一種の邪教であるが， 女王崇拝からくる異教信仰放に彼は許

されてしかるべきであるという弁明になっている。 邪教信仰に価する程のLeicesterの過ちとは具

体的に何であったのか。 2 年前(または 3 年前 )にLeicesterは Kenilworthにおいて最終的な求

愛の一大イベントを行ったが成功しなかった。 その 後 157 8年 9月に彼は WalterDevereux， Ear1 of 

Essexの未亡人Lettice Knollysと結婚する。 Letticeと深い仲になったのはEssexが 157 6年 9月に

死亡してから 後のことであり1 8)， 157 8年春には 二人だけの式を行ったが， 身震になった彼女の姿

に気付いたLetticeの父親のSirFrancis Knollysの示唆によって内輪の式が行われたのが 9月であ

る。 女王がニ人の結婚を知ったのはAlençonの特使に罰かされた時で 157 9年の秋以 後とされる。

15 36年の法令で王族のメンバ…と結婚する場合は盟王の許可が必要となったので， この結婚は秘密

結婚になる。 女王はし、つでも理由をつけてこの結婚に対して無効を 命じることが出来るわけだ。

SidneyのThe Laめ1 01 Mayの上演が 157 8年か 157 9年かはっきりしないが， 少なくともLeicester

にとっては極めて微妙で、際疾い時期であり， 慎重な弁明が必要であった。 他の女性と結婚している

が， 彼は女王への崇拝の念は全く変わることない故に， 神として崇め祈っているというのだ。

Sidneyの不可解なエピロ…グの背 後には実に危うい 現実があった。 Sidneyにとって 初めて公にな

った文学作品であるこの劇は， パトロンの側から言えば， まずまずのものと言えると思う。 この 後

は女王はAlençonとの結婚交渉に熱心になり， Leicesterも結婚無効の答めを受けることもなく，

ロンドン塔送りになることもなかったからである。

次にこの作品が パトロンにとってではなくSidney自身にとってどうし寸意図を持ったものであ

ったのかを探りたし、と思う。

SidneyはOxfordのChristChurchで勉学した 後， 157 2年から 157 5年までの 3年間ヨーロッ パ 各

地を旅した。 各国の言葉や学問を学ぶだけでなく， 各国の宮廷を訪れ要人と会い 各国の兵体的な外

交や政治の問題を知ることもその目的であった。 父HenrySidneyは Wales長官やlreland代理知

事を務める宮廷官吏であり， 彼も官吏への志、を持っていた。 1577年新しく 即位したドイツ皇帝

Rodo1ph 2世の 元へElizabeth女王の大使として部位の祝いと放是清への哀悼の辞を伝えるべく派
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遣された。 はじめて彼は自分の目的に添った仕事を与えられたのである。 Sidneyは自分の職業に

ついて少年の墳から志を持っていたことを生濯の友FulkeGrevi1le ( 1554-16 28 )が， その著A

Dedicatt"on to Sir Philip Sidney19)の中で述べている。 GrevilleはSidneyと問年令で， 共に

Shrewsbury Schoolで学び， 問じ様に宮廷官吏の道を呂差していた。 Sidney以上に長生きした彼

はElizabeth 1 世， James 1世_， Charles 1 世の 3 代の王に仕え， James 1 世の時には大蔵大臣を務

めている。 彼はSidneyについて次の様に述べている。「その若い頃についてこれ程驚i喫を与える

人を私は他に記すことが出来ない。 私は彼と共に生活し， 彼を子供の頃から知っているが， こんな

に真面目な精神を持ち， ずっと年上の人が持つような優雅さと威厳からくる愛すべきまた好かれる

荘重さを持った人を他に知らない。 博識な彼の話や， 精神を豊かにするための彼の遊びは， 教師連

にいつも教えたり読んだりしている事以上の何かを彼の中に発見させていたJ( p. 5 )  そして「も

し彼の問的が書物の中に自分の記憶を残すことであったら， 論理， 哲学， 詩， 歴史の分 野におい

て， 苔， 機械技術の最も巧妙な分 野においてさえ， 名を残4きたと私は 確信している ・ ・ ・。 しかし

、て述べるが， 彼は著作念行っている時でも目的は書くことではなく， 彼の知識も宴会や

学校で使用されるためで‘もなかった。 彼の心を傾けさせる知性や理解力は， 彼自身と他の人々

葉や意見に向けられたのではなく， 偉大な善い行動と人生に向けられた。 これらを構築する技にお

いては彼は正に大家であったが， 人々に対して余りにもカ強いしかし余りにも公平な態度であった

から， 何処に行っても彼は愛され従われた。J( p. 1 2) 

エリザベス朝時代の 第一線の作家であり詩人であったSidneyであるが， 彼自身は別の局的を持

っていた。 文筆によってではなく， 行動と生き様によって国に献身する事， 具体的には箪人や外交

官を目差していた。 彼がヨーロッ パでの 3 年間の遊学中最も大きな影響を受けたのは師と仰ぐ

Hubert Languet ( 15 18-15 8 1 )である。 LanguetはPadua大学の市民法の教授であったが， Wit

tenberg大学でMelanchtonに出会って影響を受けてからは， カトリッグ信仰を捨ててプロテスタ

ントになり， 特にユグノ一派の指導者となり， Saxony選挙候の秘密の外務大臣を務めていた。

Sidneyは彼に色々の事で教えを仰し、でいる，I お願いですから今起っている外交上のニュースと

方が関りを持っている事柄について私に話して下さい。 とし、し、ますのは私達の生きているこの時代

は余りにも長く余りにも由っている巧， もし弦を緩めてやらなければ直ぐに折れてしまいそうな弓

であるこの時代の全貌が 貴方の の中で摺めるように思われるのです。 それ故， 親愛なる

Hubert， 貴方が書物に著そうと思っていらっしゃる 貴方の思想の全てを私に書き送って戴きたい

のです。 貴方の手紙は私にとってあらゆる理由で喜びなのです。 主たる理由はそれが 貴方自身のも

のだからなのですJ20)と言ってし、る。 LanguetはSidneyの中にイギザス宮廷を代表するプロテス

タント指導者となり， 外交官となる大器を見出し， 学ぶべき事を 系統的に指導し鍛えてゆく。

「君は天文学の基本については 充分学んだ， しかしこの学問をこれ以上研究する必要はないと私

は忠告する。 これは大変難しいもので君には余り価髄がないと思うからだ。 幾何学に君の関心を向

けることが賢明かどうか私には判らないが， これは素晴しい学部であり， 思膳:深い応用に 充分価す

る。 しかし君は君自身についての 展望がどんなものなのか， また如何に直ぐに書物による快楽を諦

め ねばならなくなるかを考えておか ねばならない。 今 後は君の持っている短い人生の全てを 完全に
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必要なものにだけ捧げるべきである。 私が “必要なもの" と言うのは， 身分のある者が人生におい

て知らなくては恥しい事柄， そしてゆくゆくは君にとって装飾となり豊かな資産となって役立つよ

うな事柄を言っているのだ。 確かに幾何学は将軍にとっては， 都市を包閤したり， 要塞を築いた

り， 陣営を選んだり， あらゆる建設において大変価値があるかもしれないが， 実際に役に立つ程の

知識を得るには多くの時間が必要だ。 役立ちではなく体裁のためにあらゆる学科を生噛りするのは

大変愚かしいことだと思う。 更に， 君の性質の中に面白みが余りにも無く， 君をーそう厳めしくす

るのがこの学問である。 これは思考の綿密な適用を要し， 精神の活発な部分を消耗させ， 身体を非

常に弱らせる。 そして一口噛ってみると， これが健農をもたらすものではないことを知ることにな

る。 再びギリシャ文学についてであるが， これは大変美しい学問であるが， 完全に研究するだけの

暇は君にはないであろう， そしてどれ程時間があってもラテン文学を学ぶ時間を割し、てこれに当て

ねばならぬであろう， ラテン文学はギリシャ文学ほど華麗ではないが， 君にとってはずっと知る価

値がある。 それ故私は君にどう忠告すべきかは知らないが， ただ私は君主が最も必要なものを学ぶよ

うに願っている。 J21lLanguetは学問研究によって抽象的危知識を増やすことよりも， 現実に役に

立つ行動を奨めており， この点がSidneyに最も影響な与えた部分と思われる。 The Lady 01 May 

とほぼ同じ頃に書き始めたSidney自身の詩論A Delence 01 Poetryの中で自分自身について述べて

いる。「私は自分に詩人としづ肩書を欲したことはないので， それを得る手段を無視してきた， 唯

いくつかの思想に心酔したので， それらを筆墨に認めたに過ぎなし、J( p. 11 1 )と述べ， 更に「ア

リストテレスが言っている様に gnosis(知識 )ではなく praxis(行動 )がその結実でなければな

らない。 そして行動へと心が動かされることがなくてどうして praxisと雷えょうかJ( p. 9 1)と述

べている。 即ち国家に役立つ人間になることを志すSidneyは gnosisのみの提供者になるのではな

く， 確実な gnosisに精神を立脚させつつ身体を使って praxisに励み， 実践することが理想的な宮

廷人であると考えている。

限られた観客の前ではあったが， 初めて人々の前に公開する自作The Lady 01 Mayを， 彼は自分

自身を打ち出す機会として把揮し 充分に工夫した筈である。 女王への賛辞， パトロンLeicester

の弁明が作者に諜せられている義務であるが， それを果たしつつ作者自身の考えが打ち出されてい

るのはDorcasとRixusのセザブの中にある。 Dorcasは contemplativeな羊飼を代表しているが，

contemplativeで、あるのは女王から寵愛が得られず， 働きが正当に評価されない廷臣達が， その嘆

きや不満を空想、の世界で紛わせているに過ぎないとしている。 またRixusは activeな猟人を代表

しているが， 野心的な廷臣連が危険な冒険に乗り出してゆくのは， 女王から評価や感謝が得られず

次から次へと難題に挑戦せざるを得ないからである。 提心暗鬼になっている彼等が無駄に費すエネ

ルギ…を適材適所に生かして欲しいと訴えている。 後にSidneyが女王に当てた手紙A Letter to 

Queen Elizabeth22 lの中で次のように言っている。f(廷臣の )特別の行動には恩顧を与えて戴きたい

のです。(私が思いますには， それは容易くなされることです )， そのことが陛下の臣下達の心に喜

びをもたらすのです。 陛下が信頼し重要な事柄を任せておられる者達を， 陛下の廷臣遠の眼の前

で支持してやって戴きたいのです。J( p. 56-57 ) 
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